
to theheattossessustainedI)ytheignition

system.du血gtheheatprocess.

Inthesensitivity measuredformerctlry

fulminate,dia20dinitropheno1,leadthiocyan･

ate-potassium chlorate,Ieadtrir)itroresorsin,

andtetracene, theirorder(fromhigherto

lower)is:tetracene,diazodinitrophenol,lead
thiocyanate-potassiumchlorate,leadtrinitro-

resorsin,mercuryfulminate.

Thisorderisdiqerentfrom theorderof

sensitivitymeasuredbyuniform application

ofheat.

Theprimaryexplosives一ikeaSleadtrinitro-

resorsinwhichisCbainmoleculesstructure

isinitiatedeasilybytheinstantaneousappli･

catiomofhighenergy. Ontheotherhand,

mercury fulminate and diaヱOdinitrophenoI

whichismonomoleculecrystalsshow the

sameexcitationbythediuerentapplication

oEheat.

(事ReseilrChLaboratoryforAshahiChem.Ind･

Co.Ltd.,andDepartmentofChemistry,lmsLitute

oETeclm○)ogy,KytIShu.)

爆 発 音 の 遮 蔽

名 和 小 太 郎*

1. 序 槍

爆薬が自由面上またはその近傍にあるとき,その爆

発によるエネルギーは,弾性波として以外に,空中音

として,周臥こ伝播する｡その空中音は爆源近辺の人

体や構造物に各租の帆蝦をあたえる可能性をもつ｡し

たがって,爆薬音の制御は,すぐれて炎枝的な課題と

なる｡

2. 空中衝撃波

この報告で問題とするものは,爆発音であるが,こ

こで,帝単に衝撃波にふれておく,このため,波頭圧

タについてかんがえている｡いま,

S=(p-po)/po

なる畳を密度p(添字 -0は波耐帆の状態をしめナ)

に対して定義すると,∫が大きい時に,

D/PO-(1+S)' (1)

なる関係がある｡ただし,rは比熱比である｡これが

衝撃波の場合である｡

次に,∫くく1とすれば,式 (1)紘.

♪/po-I+rs (2)

となる｡これが音波の勘合である｡

さて,燥源にちかい場合,または,装薬最が大きい
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場合には,･.･は相当に大きく,式 (1)が,成立する｡

しかし,そうでない助かこは,Sは小さく,式 (2)

が成立する｡LosAJamosScienti点cLaboraloryJ)に

よれば,読 (2)の適用範岡は,t･≦180dbである

(Odb=2×10~1dyne/cm三である)C一方,Brode2)の

計奔紡柴に上れば,音圧が 180dbになる点は,1,000

kgの球状 TNTの空中爆発から33m の距離におい

てである｡ここで.相臥則を利用すれば,音圧が 180

dbになる臨界的な薙融は,袈 1のようになる｡

衷 l

端 点 I 幽 外 翻 樫

I,000kg l

I?: 千

1 1

n

LJノ
つノ

tノ
亡ノ
7

つノ

つノ
ll

したがって,通常の発破作演においでは,衝撃波をと

くに問題とすることはない｡

3.理絵的考察

Coxetal･3)およびCook̀)などによれば,爆発

音は,その時の気象状態によD,さまざまに変化しつ

つ伝播する｡したがって,爆発音を制御する場合に

払 特に,これを燥源近傍において実施する必要があ

る｡

爆発音の適齢こついては,棋士によるものが,もつ

(BO) エ来火薬協会蕗



とも効果的かつ経済的であることがしら九でいる｡以

下,租土の達者を一成壁の遵守と仮定し,菅野理絵で

あっかつてみよう｡いま.この壁に対する入射波 (F'),

反射波 (r),透過波 くL)に脚 して.次の条件が成立

するものとしよう｡

(() 運動方性式として.圧力 pと粒子速度 IJに

対して,

pL+Pr-1)I=g〟 (3)

が成立する｡ここで._-1ま披械インt='-ダンスであ

る｡

(2) 迎純条件として,

prP'=P'=pcLL/CosO (4)

が成立ナる｡ただし,pは空気の碑度,Cは空気中の

音速,〝は入射角である｡

ここで,遮音の尺庇として,伝播的JSなる虫を導

入しよう｡これは,

JS=10]ogll(P'/I)I)2 (5)

で;pp?;p:;I,=a=2:ID,:?,三三:菱≡ C;0,'sosin0dot(5･,
である｡この第2式は,式()),式(4)からもとめた｡

一方.=は,一般に.

3Fr+j(wml1/aIC) (6)

であたえられる｡ただし, ltJは貿放,rは地紋抵抗,

)/Cはスティフネスであり.いずれ も坤位術税あた

りの位である｡また.Wは角振動数,Jはノ=丁 で

ある｡いま,材料はニヒ域であるから,1/C=0とみる
ことができる｡式(5),式(6)により,

図 1 紀 鐘 例

ーリしあな
上
土
撰
壌
上

下

VoL25.
NA5.lW ■t_'●tC.

I.レレ7-土
.I

JS=10logl｡̀ I+10logl｡
[logI(2α+β+2r)/(メ+2r)Iコ
Er=(re+u21 ㌦)/4

.0
2C2

β-r/pc

T-I -jS
e/LIae

′ヽ{/rHLU

～

/-----∫

となる｡ここで,
式(7)においてそ のヨ三索郎は第1項

となる｡
すなわち,

JS=10loglOI
(re+W
2
m2)/4p Cce)(7′)

となる｡
4
.
爽故

覆土による達者の効果をたしかめるために,
62年)2

月に
,
大分市の旭化成坂之市工場 において,

爽故がお

こなわれた｡

突放は
,一
方向に'1/･坦であるが.こ
auこ直角方い''Jに

U
字状の地形をもつ,
谷状の区域で突施された{
噸

破点
,
部定点とも谷の中心軸上におかれ
,
双方のrlI】の

距寂は160mとされた｡
測延器には,ピックアッ
プおよび糊巾器に,rl本心
子測器裂のSL-5型容音計を使用した｡
記母常には
.
三栄潮害製の500B型屯碇オツシtzグラフを位用し
た
｡なお,
騒音計の特性はC特性(25-8.
00OLl/'S

にて平坦)をもちいた｡
確度オヅシpグラフのガルバ

ノメーターには,
H-),0
00型く同町振動穀1
,

000L･/請)i
をもらいたき
燥策には粉状ダイナマイト(燥迎5,
000m/S,
比エ

ネルギー9,
300Z一kg/cm.-)を使用 した｡

旭化成判の･
ものである｡
煩故にあたっては,
約半数のも のが土のうで遁懲さ

れた
｡
洲定紀録の例を図lにしめす｡
火映条件および火映

結 果を図2にしめす｡

_.一一･/I/-｣.._｣ー_⊥_⊥_｣二｣

_｣エト ilI囲 2 倍 ;端 点 と

音 圧(281)

巳⊇iio一一､

- 亡¢



･ギ ト
::/J,I;(tft.つろつふ)

図 3 1空士による蓮音効果

5. 8(土による遮音地異

Lg12における追帝の効果を筑理すると図3のよ･)に

なる｡ただし.ここでの音圧レベル倍は.同一条件の

ものがいくつかある場合には,その平均供とした｡こ

こで図3は次の計芥でえられた｡

JS=S-S,

q=logl｡(N/Ce′3)

ただし,Sは朋放条件における音圧レベル,SEは遊

徽条件における音圧レベル,Nは土のう欺,Cは糠
雑炊である｡この計井伏は図3のように半対数方限紙

上に略々紅組で近似できる｡(l点だけばらついた瓜

のあるのは,C-0.1kgに対するものである｡これは

僻報収が小さすぎて,灸件が他とことなったためとお

もわれる)｡

この紅組を瓜′ト自乗法で近似すると,

AS=-69.1+108loglO(N/C2/3) (8)

なる関係がえられる｡この式において.崩2項のft敢

部分についてみると,Nが逃音材の貿蕊の次元をも
ち.C2′3が燥薬の盤面横すなわち蓮音材の面前をも

つことから,N/C2/3が遊音材に関 して [A,tLl2】の

次元をもつことがわかる｡一方,3にしめした理絵的
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考察によれば,LISの主賓耕項については,式(7′)の

ように,

(rB+W2+Jが)/4pC2

となるから,その超音材に関する次元は,[ML-2]と

なる｡したがって,突放的にえられた式 (8)は,函

数型としては,理論的に予潤したものにちかい結果を

しめているといえよう｡ただし,ASを[ML-!]なる

次元をもつ変数 〝で表現すると,英晩的結果では理

論よりFEにかかる巾欲が大きい｡これは理告におい

て,音響的考察のみでは不十分であることをしめ

す｡

土のうによる遥曹効卿 こついては,Cook一)が,育

効性を実験的に主破しているが.qiに現象の妃兜にと

どまp,一般的な法則性を抽出するにいたっていな

い｡ほかに,KringelOなどOJも土のうによる連音

をのべているが,これは府蝉な示唆にとどまってい

る｡また,WindesT)は.土のうによる蓮曹効果は,

結果に大きなばらつきをともなうと突放的に主蛮して

いるが,適者それ自体にはふれていない｡したがっ

て,定最的結果をしめしたものとしては,氏(8)が,

そのはじめてのものとかんがえられる｡

占. 爆薬宜と音圧の隅係

ここで,参考のため,燥非凡と-q圧との関係につい

て,4の実験でえた結果を,しめしておく｡

図2から,開放の場合の帝托レベルに対しては,

S-1(描+12logl｡C (9)

かえられる｡ただし,Cはkgでしめナものとする｡
式 (9)を音圧 タでしめすと

♪-40C…○ (9')

となる｡この結果を,これi畠の播報告と比稜すると,

p∝C4
として,衷2のようになる｡われわれの結果は衣2の

大部分の結果と一致する｡

蛮 2

冊 Li'- 串

Chemi5Ch.TechnischenReichsartStaJta)

Windes7)

Exp)osivcResearchGroupl)

光井工系統政所 9)

防術庁研究本部 181

〝 施設学校 10)

〝 築城本部 10)

奉 論 文

36 - 960kg
7

4.5-9,500

750 -3,000

750 -3,000

2'-7

250 - 752

0.60 0.]～ loo
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7. 結 輸

(I)爆発音の覆土による伝播税は,理絵的,実験的

に坤位両群あたりの覆土によって決定される｡

(2)爆発音の音圧は,実験的に,爆薬虫の2/3乗に

比例する｡
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SonicBoom from Bl88timg

byKotaroNawa+

Theinvestigationdealswith atheoretical

andexperimentaltreatmentconcernedwith

thereductionofsonicboom from blasting.

Theresultsa一eaSfollows:

1) TheeHectoEdirtcoverindamping

thesonicboonisdeterminedas

AS=-A+BloglOP,

whereASisthetransmissionloss, FLis

thethicknessofthedirtcoverandA,β

&reconstants. The acoustical theory

alsoconformstherelation.

2) Therelationktweentheoverpressure

ofthesonicboomandthechargeweight

isglVemaS

♪-KCP･60,
wherepistheoverpressurc,C isthe
chargeweightandK isaconstant.

('TechnicalLaboratory,AsahiChemicalIrLdllStry

Company,Ltd.)

モノメチル尿素のニ トロ化生成物について

椎 野 和 夫･生 沼 仙 三*

L E] iii

アルキル尿薬類のニトロ化については,これまでに

いくつかの報告があるが,いずれもモノニトロ餅等件

を得たに止まり,ジニトp化合物は生成しないものと

考えられていたようである｡しかし既報l)のように,

FZHt)39年7月10F受理
+文京工丑拭政所界7番 神掛Ir県平与野新村

Yol.25.No.5.lPu (283)

著者らは,これまでニト｡誘導体の知られていなかっ

たジアルキル尿素のうち,対称ジメチル尿素を碑酸と

無水酢故でニトtZ化することによって,かなり良い収

率でジニトp化合物を得た｡

CH8NH-CO-NHCH3.-

CHaN(NOB)-CO-N(NOZ)CH8

この物質は,爆力も大きく,火薬として興味あるもの
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